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お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
長
生
き
し
て
ね ９月15日から老人福祉週間

95歳以上のお年寄りは15人

－ － － －

　
九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
。
一
足
早
く
池
本
市
長
は
二
日
、
市

内
の
高
齢
者
で
九
十
九
歳
の
西
村
千
代
さ
ん
（
折
居
台
四
丁
目
一

－
六
）
を
は
じ
め
九
十
五
歳
以
上
の
五
人
の
お
年
寄
り
を
訪
問
。

記
念
品
の
白
扇
と
ク
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ア
ー
（
座
い
す
）
を
贈
っ
て
、

皆
さ
ん
の
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。
（
写
真
は
、
九
十
九
歳
の

西
村
千
代
さ
ん
の
長
寿
を
お
祝
い
す
る
池
本
市
長
）

記
念
品
を
贈
り
お
祝
い

　
市
長
は
、
初
め
に
西
村
千
代
さ
ん
（
明

治
十
九
年
三
月
二
十
二
日
生
ま
れ
）
を

訪
問
。
市
長
は
「
お
元
気
で
す
ね
。
私

も
あ
や
か
り
た
い
」
と
祝
梶
西
村
さ

ん
は
「
恥
ず
か
し
お
ま
す
わ
」
と
、
し

っ
か
り
し
た
声
で
返
答
さ
れ
ま
し
た
。

　
西
村
千
代
さ
ん
は
二
男
の
会
社
役
貝

敏
夫
さ
ん
（
六
五
）
、
敏
子
さ
ん
（
六
〇
）
夫
婦

と
一
人
の
お
孫
さ
ん
の
五
人
暮
ら
し
。

千
代
さ
ん
は
去
年
の
夏
に
、
体
調
を
崩

さ
れ
ま
し
た
が
、
今
は
耳
が
遠
い
だ
け

で
、
血
圧
も
正
常
で
元
気
そ
の
も
の
。

記
憶
力
も
抜
群
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　
「
朝
は
五
時
に
起
き
、
夜
六
時
に
は

床
に
着
く
と
い
う
毎
日
。
食
事
は
何
で

も
食
べ
、
特
に
魚
が
好
き
。
朝
食
に
キ

ャ
ベ
ツ
を
入
れ
た
即
席
ラ
ー
メ
ン
が
何

よ
り
も
楽
し
み
で
、
サ
イ
ダ
ー
は
一
年

中
欠
か
し
た
こ
と
が
な
い
」
と
の
家
族

の
お
話
。

　
「
来
年
も
百
歳
の
記
念
に
、
寄
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
」
と
の
市
長
の
激
励
に

千
代
さ
ん
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
答
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
こ
の
後
、
木
幡
大
瀬
戸
の

柴
田
晋
平
さ
ん
（
九
八
）
、
大
久
保
町
北
ノ

山
の
土
山
治
助
さ
ん
（
九
六
）
、
伊
勢
田
町

砂
田
の
熊
谷
チ
エ
さ
ん
（
九
六
）
、
菟
道
岡

谷
の
堀
田
さ
と
さ
ん
（
九
六
）
の
お
宅
を
訪

問
し
、
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　
こ
の
外
、
市
で
は
、
お
ば
あ
さ
ん
の

最
高
齢
者
、
小
倉
町
西
浦
の
内
藤
こ
と

さ
ん
（
Ｊ
Ｏ
）
、
お
じ
い
さ
ん
の
最
高
齢
者
、

宇
治
蔭
山
の
岳
田
力
蔵
さ
ん
（
九
八
）
、
宇

治
妙
楽
の
左
ハ
ツ
さ
ん
（
九
七
）
、
菟
道
山

田
の
粂
田
そ
の
さ
ん
（
九
七
）
、
宇
治
蓮
華

の
野
洲
ン
メ
さ
ん
（
九
六
）
、
宇
治
蛇
塚
の

東
田
治
さ
ん
（
九
五
）
、
槙
島
町
吹
前
の
若

原
英
三
郎
さ
ん
（
九
五
）
、
五
ヶ
庄
芝
ノ
東

の
小
林
定
治
郎
さ
ん
（
九
五
）
、
五
ヶ
庄
一

里
塚
の
今
村
シ
カ
ノ
さ
ん
（
九
五
）
、
木
幡

御
園
の
川
崎
り
う
さ
ん
（
九
五
）
に
、
記
念

品
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。
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九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
。
同
時
に
老
人
福
祉
週

間
が
始
ま
り
ま
す
。
世
界
一
の
長
寿
を
誇
る
我
が
国

で
も
、
お
年
寄
り
を
取
り
巻
く
現
状
に
は
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、
健
康
で
豊
か
な
老
後
を

過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
老
人
福
祉
の
諸
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、
生
き
が
い
対
策

と
し
て
の
老
人
園
芸
ひ
ろ
ぱ
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
利
用
者
の
声
を
お
聞
き
し
、
明
る
く
健
康
で

豊
か
な
老
後
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

土に親しみ健康づくり

　
市
で
は
、
お
年
寄
り
に
豊
か
な
余
暇
を

過
ご
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
昭
和
五
十
一

年
か
ら
老
人
園
芸
ひ
ろ
ば
を
開
設
。
現
在
、

西
宇
治
、
東
宇
治
、
中
宇
治
、
伊
勢
田
、

矢
落
、
芝
ノ
東
の
市
内
六
ヵ
所
で
四
百
七

十
五
人
の
六
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
老
人
園
芸
ひ
ろ
ば
は
、
野
菜
や
花

づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
。
土
に
親

し
む
こ
と
で
健
康
を
保
ち
、
生
産
活
動
を

通
し
て
仲
間
と
の
交
流
を
深
め
て
い
た
だ

こ
う
と
い
う
も
の
で
、
利
用
さ
れ
て
い
る

お
年
寄
り
か
ら
は
。
大
変
好
評
を
得
て
い

ま
す
。

　
昨
年
九
月
に
市
内
で
第
六
番
目
と
し
て

開
園
し
た
、
芝
ノ
東
老
人
園
芸
ひ
ろ
ば
を

利
用
さ
れ
て
い
る
小
西
勇
三
さ
ん
（
7
8
歳

・
五
ヶ
庄
大
林
に
在
住
）
は
、
「
農
園
に
出

掛
け
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
が

多
い
で
す
よ
。
そ
こ
に
は
気
の
合
う
老
人

が
お
り
、
農
作
物
づ
く
り
の
共
通
の
話
題

が
は
ず
み
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
な
か

に
は
、
初
め
て
恥
を
持
っ
た
人
も
い
ま
す
。

【老人園芸ひろぱで】

ど
の
よ
う
に
耕
し
、
植
え
、
肥
料
を
や
れ

ば
良
い
の
か
、
人
の
畑
を
見
た
り
、
話
を

聞
い
た
り
、
全
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
中
か
ら
学
ん
で
い
き
ま
す
。
園
芸
ひ
ろ

ば
は
、
利
用
者
み
‘
４
な
で
手
入
れ
を
し
、

大
切
に
し
て
い
ま
す
」
と
野
菜
づ
く
り
の

手
を
休
め
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

汗
を
流
し
て

　
働
く
喜
び

シルバー人材センター

　
一
方
、
お
年
寄
り
の
豊
か
な
経
験
と
能

力
を
生
か
し
。
短
期
間
の
仕
事
に
従
事
し

な
が
ら
社
会
参
加
を
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
。
本
年
七
月

に
発
足
し
て
以
来
、
会
員
登
録
は
百
六
十

二
人
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
会
貝
の
田
中
量
一
さ
ん
（
6
5
歳
・
宇
治

半
白
に
在
住
）
は
、
定
年
退
職
を
さ
れ
た
後

無
職
の
ま
ま
家
に
居
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
発
足
を
知
り
、

早
速
登
録
。
「
現
在
は
、
個
人
の
お
宅
の

庭
掃
除
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

は
事
務
の
仕
事
で
し
た
が
、
畑
仕
事
の
経

験
も
あ
り
、
体
も
健
康
な
の
で
い
い
汗
を

流
せ
て
喜
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
、
仕
事

の
受
注
が
増
え
、
多
く
の
会
貝
が
仕
事
に

就
け
る
と
良
い
で
す
ね
」

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
会
員
登

録
者
数
と
仕
事
の
受
注
量
が
両
輪
と
な
っ

て
発
展
し
て
い
く
事
業
で
す
。
会
員
の
中

で
も
。
ま
だ
仕
事
が
無
い
人
が
多
く
お
ら

れ
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
豊

⑩
1
7
3
4
）
で
は
、
就
労
の
機
会
が
増

え
る
よ
う
。
多
く
の
皆
さ
ん
に
仕
事
の
依

頼
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

7
0
代
の
人
に
聞
き
ま
し
た

私
の
実
践
老
化
防
止
法

　
　
。
老
い
″
・
：
だ
れ
も
が
気
に
な
る
こ
と

ば
で
す
。
老
い
る
こ
と
を
積
極
的
に
防
ぎ

健
康
を
保
と
う
と
、
自
分
な
り
の
方
法
で

日
々
活
動
さ
れ
て
い
る
お
二
人
に
、
。
老

化
防
止
の
こ
っ
”
を
伺
い
ま
し
た
。

　
　
″
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
″

　
　
自
転
車
は
や
め
歩
く
こ
と

i蔭山
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寝
た
き
り
老
人
対
策

家庭奉仕員

派　遣　事　業

　身体または精神上の障害により、日常生活に支障があるおおむね65歳以上の老人に対して、家庭奉仕貝

を派遣し、日常生活のお世話をします。

日常生活用具

給　付　事　業

　おおむね65歳以上で低所得の寝たきり老人等に対し、次の用具を給付しています。特殊寝台、浴槽と湯

沸かし器、マットレス、エア・パット、腰掛け便座、特殊尿器、火災警報器、自動消火器、入浴担架。

居宅寝たきり老人

特殊寝台貸与事業

　身体に機能障害があって、相当長期にわたって寝たきりで、日常生活の相当部分に介助を要する65歳以

上の老人に対し、特殊寝台を無償で貸与しています。

寝たきり老人等

入浴サービス事業

　おおむね65歳以上で、６ヵ月以上の寝たきり老人や重度の身体障害者・児（手帳交付１・２級）に対し、

特殊入浴設備を有する施設に委託し、入浴サービスを実施。利用回数は、１人について月２回以内です。

寝たきり老人と

痴ほう性老人
短期保護事業

　おおむね65歳以上の在宅寝たきり老人や痴ほう性老人を介護している家族が、疾病などの特別な理由で、

居宅での介護が困難となった場合に、その老人を特別養護老人ホームに一時的に保護する制度です。

老－
諮

策し

老人福祉電話

設　置　事　業

　65歳以上の低所得の１人暮らし、または高齢者世帯で安否の確認・日常生活に対する助言や相談、その
他電話による訪問が必要と認められる対象者に福祉電話を設置。電話料として毎月基本料金1,600円と.通

話料300円を扶助します。

乳酸菌飲料配布事業
　常時ひとり暮らしで近くに身寄りがなく、日常の安否を確認する必要があると認められるlo歳以上の老

人に、乳酸菌飲料を配布しています。

生
き
が
い
対
策

老人憩いの部屋

運　営　事　業

　地域で老人の集会．クラブ活動や慰安などの場として．憩いの部屋が公民館や集会所等に設置された場

合、その管理運営に要する経費について、公共施設を利用の場合は月額2,000円､民間施設を利用の場合は

１開催について1,000円（ただし、月額4,000円を限度とする）を補助しています。

老人クラブ

助　成　事　業

　'老後の生活を健全で豊かなものにし、老人福祉に資することを目的とする老人クラブに対して、補助金

を交付しています。

そ
の
他
の
対
策

老人用車いす

貸　与　事　業

　病弱等により自力歩行が困難な65歳以上の老人に対し．通院または健康の回復を図るために．車いすを

貸与しています。

老人福祉施設

保　護　事　業

　65歳以上の老人が、身体上もしくは精神上または環境上の理由および経済的理由により、居宅で養護を

受けることが困難な場合は、養護老人ホームに入所することが出来ます。

　65歳以上の老人が、身体上または精神上著しい障害があるために常時介護を必要とし．更に居宅で介護

を受けることが困難な場合は、特別養護老人ホームに入所することが出来ます。

く
励
み
に
な
る
も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
第
三
番
目
に
は
、
細
か
い
こ
と

に
気
を
配
る
よ
う
心
掛
け
る
こ
と
で
す
。

鳳
凰
大
学
で
講
演
を
聞
い
て
か
ら
始
め
た

俳
画
は
、
色
の
濃
淡
、
筆
の
運
び
な
ど
細

か
い
気
配
り
が
必
要
で
、
作
品
を
仕
上
げ

る
喜
び
と
共
に
老
い
の
防
止
に
役
立
ち
、

私
の
生
き
が
い
の
一
つ
で
す
。

　
　
　
趣
味
を
楽
し
み

　
　
　
　
　
　
頭
を
働
か
す

　
こ
と
し
．
め
で
た
く
八
十
八

歳
の
米
寿
を
迎
え
ら
れ
る
人
は
、

昨
年
の
九
十
二
人
を
上
回
る
次

の
百
人
の
皆
さ
ん
．
敬
老
会
の

会
場
で
赤
ざ
ぶ
と
ん
を
お
贈
り

し
ま
す
．
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

Λ
六
地
蔵
Ｖ

竹
本
　
イ
ソ
、
山
本
　
久
江

Λ
木
幡
Ｖ

　
岸
　
ユ
ウ
、
冨
永
　
兄
菊
、

川
西
キ
ク
ノ
、
猪
家
藤
三
郎
、

松
尾
　
や
す
、
蒲
原
　
純
江
、

梅
村
　
さ
よ
、
上
村
　
福
蔵
、

小
山
　
於
麻
、
間
　
愛
三
．

八
重
惣
次
郎
．
滝
本
ミ
サ
ヲ
、

山
本
　
俊
平
、
川
上
　
勢
つ

山
本
　
テ
ル
、
栗
本
　
重
信
．

福
岡
　
た
ま
、
田
井
芳
太
郎
．

　
閥
　
ウ
ノ

Ａ
菟
道
Ｖ

高
木
　
は
る
、
道
林
　
　
藤
、

山
本
　
カ
ト
、
勝
木
　
利
淳
、

川
村
　
義
一

Λ
宇
治
Ｖ

入
江
　
た
か
、
桂
ひ
さ
ゑ
、

西
村
　
ア
イ
、
曽
我
　
政
一
、

岩
崎
久
次
郎
、
久
田
　
万
代
、

上
田
庄
左
ヱ
門
、
塚
本
サ
ト
、

西
村
　
豊
次
、
新
マ
ス
エ
、

花
房
　
ひ
な
、
田
中
と
み
ゑ
、

西
川
　
マ
サ
．
中
川
ア
サ
ノ
、

中
村
ヨ
シ
ェ

Ａ
白
川
Ｖ

上
村
　
志
げ
、
村
田

Λ
琵
琶
台
Ｖ

武
田
　
虎
興

Ａ
折
居
台
Ｖ
．

安
川
　
か
ゑ

Λ
伊
勢
田
町
Ｖ

井
上
　
ハ
ナ
、
斉
藤

馬
場
　
か
よ

Ａ
神
明
Ｖ

伊
藤
　
ひ
さ
、
井
本

佐
藤
　
シ
ゲ
、
高
見

西
川
　
貞
患
、
有
岡

Ａ
羽
拍
子
町
Ｖ

ト
｀
ヽ
｀

ス
ヱ
、

　
孝
、

は
る
．

　
茂

榎
本
　
よ
し
、
小
野
　
ミ
ツ

井
口
ヽ
ユ
ク

500
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豊かな老後のために



一
ｊ市治宇（3）第713号

▲「育てる楽しさと収穫の喜びが何よりです」と小西勇三さん（9月２日・芝ノ%

　宇茫

竹内米･

　
私
は
、
公
民
館
の
鳳
凰
大
学
（
老
人
講

座
）
で
老
い
に
つ
い
て
の
講
演
を
聞
き
、

そ
の
後
積
極
的
に
老
い
の
防
止
を
心
掛
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
、
リ
ウ
マ

チ
な
ど
で
体
の
調
子
が
悪
く
、
仕
事
も
辞

め
て
い
た
の
で
、
何
と
か
健
康
を
取
り
戻

し
た
い
Ｔ
心
で
し
た
。
講
演
で
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
実
践
し
た
第
一
番
目
は
、
よ
く

歩
く
こ
と
。
そ
れ
ま
で
は
、
極
近
い
所
で

も
自
転
車
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

で
は
余
程
遠
方
で
な
い
限
り
、
歩
い
て
行

き
ま
す
。
歩
く
こ
と
は
、
心
身
共
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
す
る
の
に
最
適
で
す
ね
。

　
ま
た
、
第
二
番
目
に
は
大
き
な
声
を
発

す
る
よ
う
心
掛
け
る
こ
と
で
す
。
私
は
三

十
年
余
り
謡
曲
を
続
け
て
お
り
、
現
在
は

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
謡
曲
サ
ー
ク
ル
を

指
導
。
人
に
教
え
る
に
は
、
自
分
も
一
層

勉
強
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
そ
う

す
れ
ば
ま
た
新
た
な
発
見
が
で
き
、
楽
し

大久保町旦椋

加藤周市‰(70)

　
。
老
い
は
足
か
ら
”
と
言
い
ま
す
ね
。
私

は
、
老
い
を
防
ぐ
に
は
足
腰
を
鍛
え
る
の

が
第
一
と
考
え
、
朝
夕
の
散
歩
と
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
に
励
ん
で
い
ま
す
。
特
に
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
は
、
楽
し
み
な
が
ら
仲
間
と
交
流

が
出
来
、
心
身
の
健
康
づ
く
り
に
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　
も
う
一
つ
に
は
、
趣
味
を
持
つ
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
俳
句
を
た
し

な
ん
だ
り
、
俳
画
を
描
い
た
り
、
尺
八
を

演
奏
し
た
り
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
頭
を

働
か
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
進
ん
で
人
の
お
世
話
を
す
る

こ
と
。
お
世
話
を
通
じ
、
い
ろ
い
ろ
な
人

と
接
す
る
こ
と
で
、
気
と
体
と
頭
を
使
っ

て
い
れ
ば
、
老
い
は
や
っ
て
来
な
い
と
信

じ
て
い
ま
す
。

Ａ
五
ヶ
庄
Ｖ

植
村
　
胤
栄
、
菱
田

伊
藤
　
四
山
本
安
田

い
か
、

テ
ル
、
黒
井
　
み
ゑ
、

ヨ
シ
、
植
野
　
繁
三
、

つ
き
．
中
村
な
ら
へ
、

フ
サ
、
廣
瀬
　
ア
キ
．

8
8
歳
お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

ト
赤
ざ
ぷ
と
ん
を
贈
る
池
本
市
長

　
（
5
9
年
９
月
１
５
日
・
敬
老
会
会
場
で
）

米寿を祝い赤ざぶと

ん
100人に敬老会会場で

Λ
開
町
Ｖ

木
下
　
ス
ヱ

Λ
南
陵
町
Ｖ

川
崎
コ
イ
ト
、
岡
本
　
綾
子

Ａ
大
久
保
町
Ｖ

野
入
　
信
子
、
坂
口
　
　
重
、

川
ロ
ヨ
シ
ヱ
、
嶋
津
　
憲
義

Ａ
広
野
町
Ｖ

小
野
豊
次
郎
、
山
代
谷
キ
シ
、

近
藤
　
三
馬
、
多
賀
好
三
郎
、

笠
松
　
清
一
．
大
西
音
司
郎
、

川
上
　
き
ぬ
、
村
瀬
シ
ュ
ウ
、

西
川
　
愛
寿
、
杉
本
マ
ツ
ノ
、

岡
田
　
み
ね
、
乾
　
ト
ミ
、

山
岸
　
ヱ
ン

Ａ
横
島
町
Ｖ

福
井
季
太
郎
．
八
田
　
ま
つ
、

川
北
長
次
郎
、
安
堂
伊
一
郎
、

田
中
や
す
ゑ
、
出
口
　
イ
サ

Λ
小
倉
町
Ｖ

清
水
　
ギ
ン
、
頁
田
　
知
加
、

中
川
万
次
郎
、
樋
口
　
と
せ
．

荒
木
フ
ジ
ノ
、
木
下
　
ア
サ
、

杉
浦
　
ユ
キ

停留所 午前 午後
笠取・炭山

(笠取小･工芸村， 12: 30

志　津　川
(竹下酒店前) 9:00 13: 00

白　　　川
（茶研入p） 13: 05

Ｉ
Ｉ
Ｉ

｜※停留所は京阪宇治交通｜

のバス停と同じです。：

1
1
1
1
1
Ｓ
Ｉ
Ｉ

501

　
長
年
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
来
た
お
年

寄
り
の
労
古
を
ね
哀
ラ
た
め
に
、
敬

老
会
を
開
き
ま
す
。

　
今
年
の
敬
老
会
は
、
九
月
十
五
日
、

午
前
十
時
か
ら
と
午
後
二
時
か
ら
の
二

回
に
分
け
て
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
き

毒
了
。
参
加
は
、
は
が
き
に
よ
る
申
し
込

み
制
で
、
申
し
込
未
れ
た
人
に
は
既
に

案
内
の
は
が
き
を
お
送
り
し
て
い
未
丁
。

　
敬
老
会
で
は
、
米
寿
記
念
品
の
贈
呈

な
ど
の
式
典
の
後
、
演
芸
の
部
で
は
フ

ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
（
歌
謡
漫
才
）
、
広
沢

駒
蔵
（
浪
曲
）
、
宮
川
大
助
・
花
子
（
漫

才
）
の
芸
能
シ
ョ
ー
忿
響
沢
で
い
た

l
i
i
m
i
す
。
ま
た
、
記
念
品
を
用
意
し

て
い
乖
ゐ
で
、
お
送
ひ
し
た
案
内
の

は
が
き
を
必
ず
持
参
の
上
、
受
け
付
け

で
お
渡
し
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
は
各
停
留
所
か
兌
蕩

の
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
専
用
バ
ス
で
送

迎
し
康
ｙ
。
停
留
所
は
一
部
か
殴
い
て
、

京
阪
宇
治
交
通
の
バ
ス
停
留
所
と
同
じ

で
す
。
お
近
ぐ
の
停
留
所
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
な
お
、
専
用
バ
ス
に
ご
乗
車

の
際
は
、
必
ず
市
職
員
の
指
示
に
従
っ

て
ぐ
だ
さ
い
。

Ｉ
　
敬
老
祝
金
は

　
　
　
早
目
に
受
給
を

　
　
　
敬
老
坦
ほ
、
こ
れ
ま

一

で
敬
老
会
当
日
に
会
場
で

　
　
『
お
渡
し
し
て
い
ま
し
た
が
、

　
　
本
年
斐
ぶ
は
、
市
内
二

　
　
十
一
地
域
に
支
給
会
場
を

　
・
．
設
け
、
既
に
支
給
し
て
い

卜
演
芸
な
ど
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

　
（
5
9
年
９
月
1
5
日
・
敬
老
会
会
場
で
）

卓
子
。

　
ま
だ
受
給
さ
れ
て
い
な

い
人
は
、
十
一
月
三
十
日

　
（
日
曜
日
と
祝
日
忿
７

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
１
た
だ
１
　
　
土
曜
日
は

正
午
ま
で
）
ま
で
に
、
福

祉
事
務
所
福
祉
課
へ
お
越
し
ぐ
だ

さ
い
。
な
お
、
受
給
の
際
に
は
既

に
お
送
り
し
て
い
る
敬
老
祝
金
支

給
案
内
の
は
が
き
に
、
住
所
、
氏

敬老会で楽しい１日を

９月15日に文化センターで

名
を
記
入
し
、
必
ず
押
印
の
上
持

参
し
で
ｙ
ｙ
だ
さ
い
。
は
が
き
之
お

忘
れ
に
な
る
と
、
敬
老
褒
享
受

給
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
く
れ
ぐ
れ

も
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

専
用
バ
ス
で
送
迎

　
敬
老
会
当
日
、
午
前
・
午
後
の
部
に
合

わ
せ
て
、
専
用
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
お

帰
り
の
際
も
、
敬
老
会
終
了
後
に
運
行
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

停留所 午前 午後
三　軒　家

「京阪パス｣バス停 8:50 12: 40

小　　　倉 8 :52 12: 42

蔭　　　山 8:53 12: 43

宇治郵便局 8 :54 12: 44

ユニチカ 8:55 12: 45

停留所 午前 午後

中　住　宅 8:30 12: 45

御　蔵　山 8 :31 12: 46

西　住　宅 8:32 12: 47

幼稚園前 8:33 12: 48

御　　　園 8 :34 12: 49

町　　　並 8:36 12: 51

御蔵山参道 8:37 12: 52

木　　　幡 8:38 12: 53

木幡山手町 8:39 12: 54

専売公社住宅8:40 12: 55

病　院　前 8:41 12: 56

黄　　　桑 8:42 12: 57

平　野　町 8:43 12: 58

新　　　田 8:44 12: 59

森　　　本 8:45 13: 00

三　室　戸 8:46 13: 01

停留所 午前 午後

宇治車庫 9:00 13: 00

京阪宇治 9:01 13: 01

宇治橋西詰(都計道路) 9:03 13: 03

国鉄宇治駅 9:04 13: 04

総合庁舎 9:05 13: 05

宇治市役所 9:06 13: 05

停留所 午前 午後

目　　　川 8 :40 12: 40

京阪宇治交通
大　河　原 8:42 12: 42

棋島小学校 8:44 12: 44

棋　　　島 8:46 12: 46

中　研　前 8:47 12: 47

宇治橋西詰　（m通り） 8:49 12: 49

県　神　社 8 :50 12: 50

停留所 午前 午後

浮　　　面 8:30 12: 40

名木北口 8 :31 12: 41

伊　勢　田 8:32 12 : 42

北山住宅 8 :33 12: 43

小倉住宅 8:35 12: 45

近鉄小倉 8 :37 12: 47

小　　　倉 8:38 12: 48

蔭　　　山 8 :39 12: 49

宇治郵便局 8 :40 12: 50

ユニチカ 8:41 12: 51

停留所 午前 午後

名　　　木 8 :30 12: 50

緑　ヶ　原 8:32 12: 52
国道伊勢田

｢京阪パス」パス停 8:39 12: 59

小倉住宅 8 :41 13: 01

近鉄小倉 8:43 13: 03

小　　　倉 8 :44 13: 04

蔭　　　山 8:45 13: 05

宇治郵便局 8:46 13: 06

ユニチカ 8:47 13: 07

停留所 午前 午後

日産車体 8:30 12 : 40

緑ヶ原口 8:31 12 : 41

近鉄大久保 8:33 12: 43

国道大久保 8:34 12: 44

国鉄新田 8:35 12: 45

城南高校 8:37 12: 47

神　　　明 8 :38 12: 48

城　南　荘 8:39 12: 49

西　　　町 8:40 12: 50

宇治車庫方面

笠取・炭山
・白川・志
津川方面

三軒家方面

浮面方面

御蔵山方面

名木方面

目川方面

日産車体方面
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秋の市民文化祭公民館のお知らせ

　
今
年
も
秋
の
市
民
文
化
祭
が
、

十
一
月
三
日
か
革
治
市
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
未
了
。

　
発
表
の
部
は
三
日
と
四
日
の
両

日
、
文
化
会
館
１
展
示
の
部
は

三
日
か
ら
五
日
ま
で
の
三
日
間
を

９
月
2
1
日
ま
で

　
　
た
だ
今
、
受
け
付
け
中

▲力作を鑑賞する人たち（昨年11月）

中
心
に
、
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
す
。
市
民
の
哲
兄
の
出
演
発

表
と
展
示
作
品
公
″
集
し
示
す
。

　
■
募
集
内
容
・
・
・
Ｏ
発
表
の
部
１

合
唱
、
演
奏
、
邦
楽
（
三
曲
、
吟
詠
、

謡
曲
）
、
舞
踏
Ｏ
展
示
の
部
＝
生
花
、

菊
花
、
水
石
、
盆
栽
、
山
草
、
ち
ぎ
り

絵
な
ど
の
額
装
品
。
文
芸
（
短
歌
、

俳
『
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』
、
陶
工
芸
、

手
工
芸
、
写
真
、
書
道
な
ぺ

　
■
参
加
賓
格
・
・
・
市
民
ま
た
は
市

内
に
通
勤
・
通
学
す
る
ア
マ
チ
ュ

ア
（
高
校
侍
里
）
。
発
表
の
部

は
団
体
。

　
■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
：

９
月
号
吊
ま
で
に
、
文
化
祭
実

行
委
員
心
一
（
社
会
教
育
課
内
・
酋
⑩

3
1
4
1
）
へ
。
（
襲
薮
育
課
）

　
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

　
〈
バ
レ
・
‐
ボ
ー
ル
〉

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
９
月
1
4
日

出
＝
小
倉
小
学
校
体
育
館
、
・
９
月

☆
運
命
児
徳
川
信
康
の
波
乱
の
生
涯
を
感
動
豊
か
に
描
く
大
作

1
9
日
閑
―
南
宇
治
中
学
校
体
育
館
。

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
購
Ｔ

９
時
半
。

　
〈
卓
球
・
サ
ッ
カ
ー
〉

　
▼
と
き
・
：
９
月
2
3
日
脚
、
午
前

1
0
時
Ｉ
正
午
▼
と
こ
ろ
・
；
宇
治
小

学
校
。

　
初
心
者
に
も
、
分
か
り
や
す
く

指
導
Ｌ
蚤
す
。
一
人
で
も
グ
ル
ー

プ
で
も
結
構
で
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
呪
な
お
、
卓
球
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
共
、
参
加
者
は
上
靴
か
痔

参
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
　
一
般
女
子

　
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
▼
と
き
…
９
月
2
4
日
叫
、
2
7
日

吻
、
1
0
月
１
日
叫
、
４
日
宙
、
８
日

脚
、
1
1
日
吻
、
1
5
日
脚
、
1
8
日
金
の

８
日
間
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

７
時
半
ト
９
時
半
▼
と
こ
ろ
…
木

幡
小
学
校
と
大
久
保
小
学
校
の
体

育
館
▼
対
象
・
定
員
二
般
女
子
、

袁
蕩
共
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加

費
・
：
五
百
円
▼
申
し
込
み
・
：
９
月

Ｈ
日
か
ら
市
民
体
育
課
（
豊
⑩
3

1
4
1
）
へ
電
話
で
。

　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
敬
老
の
日
に
ち
な
ん
だ

　
本
の
展
示
・
貸
し
出
し

　
中
央
図
書
館
児
童
書
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
九
月
十
五
日
の
敬
老
の
日

に
ち
な
ん
だ
ぶ
の
展
示
・
貸
し
出

し
を
、
十
月
三
十
日
ま
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　
　
「
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ

ん
の
本
」
と
題
し
て
、
日
本
を

は
じ
の
外
国
の
い
ろ
い
ろ
な
読
み

物
、
絵
本
な
ど
奎
釆
の
ま
し
た
。

読
書
の
秋
に
、
ぜ
ひ
ご
家
族
そ
ろ

っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
在
宅
障
害
者

　
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

　
〈
陶
芸
教
室
〉

　
本
年
度
第
二
回
目
で
す
。

　
▼
日
程
…
９
月
2
2
日
面
―
成
型
、

1
0
月
６
日
㈲
―
彩
色
、
時
間
は
い

ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ

ろ
…
総
合
福
祉
会
館
１
階
作
業
工

作
室
▼
内
容
・
・
・
課
題
作
の
お
ら
チ

茶
わ
ん
、
ま
た
は
自
由
作
品
▼
指

導
…
長
谷
川
重
一
さ
ん
▼
対
象
・
：

在
宅
障
害
者
▼
定
員
・
・
・
2
0
人
▼
参

加
費
・
・
・
材
料
費
実
費
▼
持
参
品
・
：

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
▼
申
し
込
み
・

問
い
<
i
t
ｊ
ｅ
ｉ
ｆ
ｊ
-
：
９
月
1
7
日
ま
で
に

社
会
福
祉
協
議
会
（
豊
⑩
5
6
5

4
）
へ
。
（
社
会
福
祉
協
議
白

　
宇
治
福
祉
園
（
療
育
）

　
入
園
児
の
募
集

　
雲
糧
祉
園
で
は
、
心
身
障
害

児
の
母
子
通
園
に
よ
る
療
育
奎
竹

っ
て
い
康
司
昭
和
六
十
年
度
第

二
ク
ー
ル
ベ
の
入
園
の
お
申
し
込

み
は
、
９
月
1
8
日
㈹
ま
で
に
福
祉

課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

　
市
奨
学
生
の
募
集

　
本
年
度
の
二
次
募
集
で
す
。

　
▼
対
象
・
・
・
本
人
と
保
護
者
が
、

市
内
に
継
続
し
て
３
年
以
上
居
住

文化センター開館１周年記念事業

　
（
学
校
が
遠
い
た
め
、
本
人
の
み

下
宿
の
場
合
も
含
む
）
し
、
学
資

の
支
出
が
困
難
で
他
の
奨
裳
涯

芦
を
客
そ
い
な
い
人
▼
募
集
人

数
・
・
・
若
干
名
▼
貸
与
月
額
・
：
高
校

生
―
公
立
四
千
五
百
円
・
私
立
八

千
円
、
高
専
生
＝
五
千
円
、
大
学

生
＝
国
公
立
八
千
円
・
私
立
一
万

一
千
円
▼
申
し
込
み
・
・
・
福
祉
課
に

あ
る
願
書
に
、
学
校
長
の
推
薦
調

書
、
成
績
証
明
、
在
学
証
明
m

え
。
９
月
3
0
日
ま
で
に
母
子
児
童

福
祉
係
へ
。
　
　
　
（
福
祉
課
）

　
警
察
職
員
の
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
▼
職
種
・
採
用
予
定
数
・
・
・
男
子

警
察
官
（
約
7
5
人
）
、
婦
人
警
察
官

（
約
1
0
人
）
、
警
察
事
務
職
員
（
約

1
5
人
）
、
婦
人
交
通
指
導
員
（
約
1
0

人
）
▼
対
象
・
・
・
Ｏ
男
子
警
察
官
―

昭
和
3
3
年
ｔ
月
２
日
～
4
3
年
４
月

１
日
に
生
書
れ
た
人
○
婦
人
警
察

官
＝
昭
和
3
6
年
ｔ
月
２
日
～
4
3
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
Ｏ
警
察

事
務
職
員
・
婦
人
交
通
指
導
員
９

昭
和
3
7
年
ｔ
月
２
日
～
4
3
年
４
月

’
１
日
に
生
奔
れ
た
人
▼
申
し
込
み

・
問
い
負
笹
・
：
所
定
の
申
込
用

紙
（
警
察
署
次
た
は
派
出
所
に
置

い
て
あ
り
康
ｙ
）
に
写
真
か
添
付

し
、
男
子
警
察
官
は
９
月
２
日
側

か
ら
、
そ
の
他
は
1
7
日
叫
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
2
6
日
團
ま
で
に
宇
治
警

察
署
（
豊
＠
1
1
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
宇
治
警
察
署
）

解放文化
祭9月14・15日木幡河原隣保館で

　
第
十
回
解
放
文
化
祭
（
同
実

行
委
員
会
主
催
）
が
、
九
月
十
四

日
出
と
十
五
日
間
の
二
日
間
、

木
幡
河
原
隣
保
館
で
開
か
れ
ま

す
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
。
団
結

／
が
ん
ば
φ
つ
μ
‥
１
婦
人
、
青

年
そ
し
て
・
・
・
」
。
展
示
作
品
は
、

「
解
放
文
化
祭
十
年
の
あ
ゆ
み
」

と
題
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

牽
ま
と
め
た
も
の
や
、
中
学
生

製
作
の
版
画
カ
レ
ン
ダ
ー
、
保

育
所
保
護
者
心
一
の
手
づ
く
り
絵

本
な
ど
、
地
域
の
Ｈ
Ａ
Ｗ
>
か
ら

大
人
ま
で
の
各
層
で
取
り
組
ん

だ
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
。
ま
つ
り

の
ひ
ゑ
Ｆ
で
は
公
晏
や
歌
、

劇
な
ど
の
発
表
、
更
に
青
年
部

に
よ
る
手
づ
ぐ
り
遊
び
の
指
導

な
ど
、
多
彩
な
内
容
に
な
っ
て

い
毒
了
。
同
和
問
題
か
考
え
る

機
会
と
し
て
、
ぜ
ひ
解
放
文
化

祭
に
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
作
品
展
示
・
：
1
4
・
1
5
m
'

午
前
1
0
時
～
午
後
４
時
▼
壬
つ

く
り
コ
ー
ナ
ー
（
タ
オ
ル
手
芸
）

・
：
1
5
日
、
午
後
１
時
？
２
時
▼

模
擬
店
・
：
1
4
・
1
5
日
、
午
前
1
0

時
～
午
後
４
時
（
1
5

日
は
午
後
１
時
ま
で
）

▼
ス
ラ
イ
ド
上
映
・
・
・

1
4
日
＝
午
後
Ｌ
時
～

２
時
、
1
5
日
＝
午
前

1
1
時
Ｉ
正
午
▼
ま
っ

り
の
ひ
ろ
ぼ
…
1
4
・

1
5
日
、
午
後
２
時
～

３
時
。

　
詳
し
ぐ
は
、
木
幡

河
原
隣
保
館
（
豊
⑩

り
0
5
4
6
）
へ
。

■
I
t
＊
　
（
社
会
教
育
課
・
木

▲
幡
河
原
隣
保
館
）

宇
治
川
観
月
茶
会

た
だ
今
、
前
売
り
券
を
発
売
中

9月2

1日・

22日

　
仲
秋
の
名
月
か
愛
（
め
）
で
な
観
月
船
乗
船
）
、
当
日
券
＝
千
円

が
ら
の
一
服
－
。
風
流
を
お
楽
　
（
抹
茶
ま
た
は
煎
茶
と
茶
そ
ば
）

し
み
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
…
９
月
2
1
日
出
・
2
2

日
面
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

４
時
～
９
時
▼
と
こ
ろ
・
：
府
立

宇
治
公
園
中
の
島
一
帯
▼
茶
券

・
・
・
前
売
券
＝
二
千
五
百
円
（
抹

茶
、
煎
（
せ
ん
）
茶
、
点
心
料
理
、

Ｖ
茶
券
販
売
所
・
・
・
回
観
光
協
｀

会
、
宇
治
商
工
会
議
所
・
京
阪

交
通
社
各
営
業
所
Ｖ
問
い
合
わ

せ
…
宇
治
市
茶
道
連
盟
連
絡
所

（
豊
⑩
4
8
1
9
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

502

Ｏ宇治市中央公民館･･･折居台
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○宇治市小倉公民館…小倉町

　寺内91（豊⑩4 6 8 7）

　
ジ
ュ
ニ
ア
天
文
教
室

　
▼
と
き
・
：
９
月
2
0
日
輿
午
後

７
時
～
９
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉
公

民
館
▼
内
容
…
月
や
木
星
、
ま
た

初
秋
の
星
座
の
観
測
▼
講
師
…
明

星
天
文
館
館
長
・
江
上
賢
手
兄

▼
対
象
・
：
市
内
在
住
の
親
子
（
子

ど
も
は
小
学
校
４
年
生
以
上
）
▼

定
員
・
：
親
子
5
0
組
（
先
着
順
）
▼
持

参
品
・
・
・
筆
記
用
具
・
懐
中
電
灯
▼

申
し
込
み
・
・
・
９
月
1
1
日
か
ら
小
倉

公
民
館
へ
電
話
ま
た
は
直
接
来
館

で
。
　
　
　
　
（
小
倉
公
民
館
）

　
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
参
加
団
体
の
募
集

　
ア
マ
チ
ュ
ア
の
人
形
劇
グ
ル
ー

プ
の
交
流
と
、
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
発
表
す
る
ズ
形
劇
フ
ェ

ス
テ
″
バ
ル
”
が
、
十
一
月
二
十

四
日
間
に
文
化
会
館
で
開
催
。
市

内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
人
形
劇
グ
ル

ー
プ
は
、
こ
ぞ
っ
て
ご
参
加
ぐ
だ

さ
い
。

　
▼
申
し
込
み
・
問
い
｛
Ｂ
せ
・
：

９
月
3
0
日
㈲
ま
で
に
、
中
央
公
民

館
へ
電
話
か
直
接
来
館
『

　
な
お
、
第
一
回
目
の
準
備
会
を

1
0
月
４
日
圖
、
午
前
1
0
時
か
ら
中

央
公
民
館
で
行
い
康
司

　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
陶
芸
教
室

　
初
心
者
を
対
象
に
開
海
蛋
す
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
右
下
表
の
と

お
り
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
―

時
半
ト
４
時
▼
と
こ
ろ
１
中
央
公

民
館
▼
講
師
・
・
・
陶
芸
家
の
則
Ｅ
醇

月　日 内　　　　容

10/9團 開講式・陶芸の基礎を学ぶ
作陶実技・湯呑(の)みの形造り

10/16困 作陶実技・湯呑みの成や仕上げ
10/23困 作陶実技・粕(ゅう)薬かけ

io/3a水)　　　～完成品の展示と評価～
作陶実技・花器の形造り

ll/6(*) 作陶実技・花器の成型仕上げ

n/i3困 作陶実技・ゅう薬かけ

u/2羽 　　　～完成品の展示と評価～
受講のまとめ　　　閉講式

　
　
　
　
陶
芸
教
室
の
日
程
表

さ
ん
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
1
8
歳

以
上
の
人
（
他
の
教
室
で
受
講
し

た
人
は
ご
遠
慮
を
）
▼
定
員
…
2
0

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
費
用
・
・
・
教
材
費
千
円
（
第
１
講

日
に
徴
収
）
▼
持
参
品
・
・
・
ぞ
う
き

ん
と
前
掛
け
Ｌ
枚
、
ポ
リ
袋
小
２

枚
▼
申
し
込
み
・
問
い
令
幻
せ
・
：

往
復
は
が
き
に
「
陶
芸
教
室
希
誤

と
書
き
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

婦人講座の日程表

月　日 学　習　内　容 予定講師

9/26昶 開講式・オリエンテーション映画「近代女性の歩み」
中央公民館館長

10/3困 国連婦人年の10年の歩み 平安女学院短期大学助教授上野千鶴子さん

10/1I図 女性と法律(1) 弁護士
　松尾遊子さ/

10/17困女性と法律(2)

10/23困女性の自立を考える茨木工業高校教諭　菅野美恵子さん

10/31困男女平等の教育 宇治市社会教育指導貝
　加賀爪二三枝さん

11/7閑 女性の社会参加とは
婦人問題研究家
　　片岡陽子さん

11/14困 家族の中での女性の役割

11/21困 地域社会を支える女性の役割
宇冶公尺館ｻｰｸﾙ連絡協議会

会長小坂恵美子さん

11/28困
学習のまとめ
閉講式 中央公民館館長

話
番
号
を
明
記
し
て
中
央
公
民
館

へ
。
９
月
2
0
日
面
必
着
の
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
婦
人
講
座

　
こ
れ
か
ら
の
女
性
の
ま
き
方
に

つ
い
て
考
え
る
講
座
で
す
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
右
表
の
と
お

り
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時

～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公
民
館

▼
対
象
・
：
市
内
在
住
の
女
性
▼
定

員
・
：
5
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込

み
・
：
９
月
１
１
日
か
ら
中
央
公
民
館

へ
電
話
ま
た
は
直
接
来
館
で
▼
保

育
・
・
・
２
歳
以
上
の
そ
公
か
対
象
。

定
員
2
0
人
。
お
や
つ
代
と
し
て
五

百
円
か
必
要
。
ご
希
望
の
人
は
、

受
講
申
し
込
み
時
に
併
せ
て
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

反
逆
児

お
知
ら
せ

出演団体・作品を募集

萬
屋
錦
之
介
特
別
公
演

１１月17

日（日）文化会館大

ホール
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